「放蕩息子の兄」　　　2010年7月18日　～放蕩息子の譬えより～
先々週、放蕩息子のお話しをしましたけど、覚えてるかな？ 少しおさらいをしてみましょう。
１．あるところに、とっても仲のよい親子がいたんですよね。
２．ところその息子は反抗的になって、ある日お父さんから財産を奪い取って家を出て行ってしまったのです。
３．そしてその息子は都会へ出て、毎日好き勝手に過ごしていたわけです。「居酒屋～の♪」
４．でも、やがてそのお金を使い果たしてしまったのでした。
５．ちょうどその頃、そのあたりでは飢饉が起こったのです。雨が降らず、作物が実らない、そしてこの息子はお金がない･･･だからこんなにミジメになってしまったんですよね。
６．♪　貧しさに負けた～、いいえ世間に負けた～♪ 豚の世話をしながら、豚のエサを食べたいと思うほど落ちぶれてしまった息子は、「そうだ、家に帰ろう」と決心したのでした。
７．お父さんは身勝手に出て行って戻ってきた息子を、喜んで迎えました。この父の愛は、神様の愛のことです。
８．こうして感動の再開を果たした親子ですが、何やらそれを見つめるあやしい影が･･･。いったい誰でしょう？

９．そのあやしい影とは、お兄さんのものだったのです。放蕩息子には、実はお兄さんがいたのです。

10．兄「父さん、勝手に出てった弟のことを喜ぶなんておかしいじゃないか！ 僕は毎日お父さんのために働いてきたのに、父さんはそんな僕より、弟のことが大切だっていうのかい！？」

11．兄「こんなわがままなやつは、えいっ、こうしてくれるっ！ ゴ～ル！ 祝、ワールドカップ開催」

12．父「何を怒っているんだい。お前にはいつも一番良くしてあげてきたじゃないか。この弟は勝手に出て行ったけど、一人っきりで悲しい思いをしてきたんだよ。帰ってくるのだって、どんな思いだったか･･･。だから

　　　お前も一緒に喜んでおくれ。神様が私たちを愛してくださっているように、私も、そしてお前も、この弟の

　　　ことを許して、愛してあげようじゃないか。」

13．この時のお父さんの言葉を、一緒に読んでみましょう。
「『祝宴を開いて楽しみ喜ぶのは当たり前ではないか。』」ルカ15:32
14．このお父さんとは、神様のことですね。神様は好き勝手に生きる弟のような人も、しっかり者のお兄さんのことも、わけへだてなく愛しておられるのですね。

　ですから私たちも、神様が愛してくださったように、お互いに愛し合いましょう。

　私たちがお互いに許しあい、愛し合うなら、この家族のようにＨＡＰＰＹになりますよ！

おしまい。

